


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4
理解し、そ
れをこのように自分の言葉として
4 4 4 4 4 4 4 4
語れるようになった、ということである。
・以前は伝統芸能＝古いというイメージを抱いていたが、ただたんに古い
のではなく、長年受け継がれてきた芸の重みがあるのだということがわ
かった。
・予備知識を得てから見るとちゃんと話もわかるし、役者さんたちの表現
一つ一つに目を向けることができました。歌舞伎も言葉のわからないと
ころはあったけれど、そんなことは関係なく感動できました。少し知識
を得ただけで自分の価値観が大きく変りました。
　学生たちは講義のたびに毎回熱心にコメントを書いてくれる。年度末には
改めて１年間の振り返りを行うが、それらを読むと、学生たちは「日本文化
史」を軸とした「参加・体験型の伝統文化教育プログラム」を通して、それ
ぞれに自分自身の「先入観の壁」に気付き、伝統文化の「古さ」や「難し
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さ」の意味を捉え直すことに成功しているようだ。もちろん彼らが受講後に
感じる「難しさ」もある。だがそれは、自分たちに理解できない「難しさ」
ではなく、ある程度対象を理解したからこそ見えてくる「難しさ」であり、
むしろ安易な理解を拒む「奥深さ」である。それは対象への敬意、尊敬、リ
スペクトをもった理解（共感的理解、肯定的理解）に通じ、結果として日本
人としての自己肯定感や自尊感情を高めることにつながっている。
　こうした取り組みが日本の伝統文化を支えていく一方の担い手（理解者・
支援者）を育成することを願いつつ、学生たちにより充実した学びの場を提
供できるよう、今後もプログラムや運営上の見直しなどを行っていきたい。
【付記】　本稿で述べてきたような教育上の取り組みは、2014年度の受講者は
もちろんのこと、卒業生を含む歴代受講者たちとの共同作業の結果であり、
成果である。この場をお借りして、彼女たちに感謝の意を表したい。
【注】
＊１　「日本文化史」は2016年度のカリキュラム改訂によって必修化され
る予定である。
＊２　このコメントは学年末の感想。以下、本稿における学生の感想やコ
メントはすべて2014年度の受講者のものである。
＊３　公益社団法人全国公立文化施設協会の統一企画。現在は東コース、
西コース、中央コースの３コースで歌舞伎の巡業が行われている。
＊４　なお、学外での観劇は参加者に一定の費用負担が発生するため、そ
の点はあらかじめシラバスに明記してある。また年度初めの授業にお
いて、日程や費用の詳細を必ず説明することにしている。
＊５　津村俊充「『百聞一見に如かず』ってほんとう？」（南山短期大学人
間関係研究センター紀要『人間関係』第11号、1994・3）
＊６　黒岩督・仲谷博視「認知的動機づけが知的興味と学習成果に及ぼす
効果―「ルール・事例・例外」構造を持つ教材による検討―」（兵庫
教育大学学校教育研究センター紀要『学校教育学研究』24、2012・2）。
なお、引用文中の「麻柄（1999）」は麻柄啓一「子どもの疑問から授
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業を始めればよいのか」（授業を考える教育心理学者の会編『いじめ
られた知識からのメッセージ―ホントは知識が「興味・関心・意欲」
を生み出す』北大路書房、1999・9）、「岩城（1998）」は岩城孝次「知
的好奇心をはぐくむ学校」（東京都立教育研究所編『教育じほう』604、
1998・5）を指す。黒岩・仲谷が麻柄らの提唱する知識先行の学習モ
デルを支持する立場にあることは言うまでもない。
＊７　扇澤美千子・川端博子・山口香・薩本弥生・斉藤秀子「ゆかたの着
装から伝統文化の理解へと導く授業実践の試み」（『埼玉大学紀要（教
育学部）』63‐2、2014・9）でも、学びのテーマに対する「理解・関
心が高い者は今後の練習へも前向きな姿勢を示す傾向が認められた。」
との報告がある。
＊８　文部科学省も「わが国の伝統と文化を基盤として国際社会を生きる
日本人」の育成を目指すとしている。文部科学省HP「あたらしい教育
基本法について」参照。
http://www.mext.go.jp/b_menu/kihon/houan.htm
＊９　国立教育政策研究所・教育課程研究センター「伝統文化教育実践研
究（平成22・23年度指定）」成果報告書
http://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidou/list/dentou_l22-23.pdf
＊10　文化庁「『日本遺産（Japan Heritage）』の認定結果及びロゴマーク
の発表について」（2015年4月24日）
http://www.bunka.go.jp/ima/press_release/pdf/2015042401.pdf
＊11　「無形文化遺産の保護に関する条約」第14条「教育、意識の向上及
び能力形成」（a）（i）参照。
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/treaty/pdfs/B-H18-0006.pdf
＊12　それはそれでとても大切なことだし、それじたい無形文化遺産保護
条約が求めている「若年層を対象とした教育」にほかならない。
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